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本号は「情報化施工・IT 技術・
ロボット化・自動化・自動制御」と
いうことで，建設工事に関わる様々
な先進技術，特に衛星から取得した
位置情報を活用した施工法やシステ
ム，機材，そして災害復旧などで活
躍するロボットについて幅広く取り
上げました。

近年，カーナビに代表されるよう
に，アメリカの GPS 衛星などから送
られる電波を利用した位置情報シス
テムは，レジャーなど様々な民生分
野で活用のエリアが広がっておりま
す。卑近な例ですが，筆者が趣味と
している自転車（ロードバイク）の
世界においても，今では当たり前の
技術になっています。自転車をただ
の移動手段ではなく趣味や体力増進
の目的で乗り始めると，その走行を
計測，記録したい欲求に駆られます。
旧来より，自転車のホイールの回転
数を検知して速度と走行距離を計
測，記録する装置（サイクルメータ）
はありましたが，趣味の探求者はそ
れでは飽き足らず，心拍数，ペダル
の回転数（専門用語でケイデンス），
勾配，軌跡，獲得標高（総上昇量），
出力といった数値の計測を求め始め

ます。その結果，様々なセンサー（心
拍計，ペダル検知センサー，ひずみ
計など）と衛星からの位置情報が追
加装備される高級メータが登場しま
した。初期の高級メータは非常に大
きく（現在のスマホくらい）しかも
高価でした。登場から数年を経た現
在では，大きさは手にすっぽり収ま
るくらいに小型軽量化され，価格も
手頃になっています。この進化の速
度には驚くばかりです。筆者はこの
メータを土木工事や鉱山現場の走路
計測にも活用しておりますが，精度
や結果出力，そして何より計測の簡
便性に大変満足しています。

建設分野における衛星位置情報の
活用は，民生用と比較して高精度，
高品質が求められるため同一に論ず
ることは出来ませんが，国内でも市
場が拡大すれば更なるコストダウン
や製品改良が期待できます。そのた
めには，工事の発注システムの改善
に始まり，準天頂衛星の増強などま
だまだ課題は多いと思いますが，本
号を通して明るい未来が広がってい
ることを感じました。

最後になりますが，お忙しいなか
本号に対してご執筆頂きました皆様
に，厚く御礼を申し上げます。あり
がとうございました。

� （山本・藤島）

11 月号「山岳トンネルとシールド・推進工特集」予告
・最新の高効率電気集じん器
・最新 ICT を活用しトンネル工事現場における省エネを一元管理
　　新東名　鳳来トンネルにおけるスマートサイトシステム
・4 車線化工事に伴う供用中路線のトンネル坑口改築
・FRP セグメントの開発
・全断面早期閉合における合理化施工
・ドリルジャンボの最新技術 海外編
　　RCS（リグコントロールシステム）によるコンピュータ制御
・ラインセンサカメラを用いたトンネル偏状検査システム
・二次覆工一体型シールド切替型推進工法の開発
・大口径シールド機による急曲線施工
・非円形断面シールドトンネル用セグメント組立装置
　　ラック＆ピニオン駆動モノレール式セグメント組立装置の開発
・覆工コンクリート脱型時期判定システムの開発と導入
　　T-JUDG システムによる強度推定
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